
“住友生命「Vitality」”とは

　2018年7月に発売した健康増進型保険“住友生命
「Vitality」”は、継続的に健康増進活動に取り組むこと
をサポートするVitality健康プログラム（※1）を生命保
険に組み込んだ商品です。働けなくなったときのリスク
に備える「未来デザイン1ＵＰ」をはじめとした保険本
来の保障に加え、お客さまの日々の健康増進活動を包
括的に評価し、毎年の取組実績に基づき判定されたス
テータスに応じて保険料の割引（※2） を受けることがで

きます。また、フィットネスジムの月会費割引や旅行の
割引などのさまざまな特典（リワード）によって、お客さ
まの健康増進への取組みをサポートする商品です。

※1：Vitality健康プログラムの利用については、保険料とは別にVitality 
利用料が必要になります。

※2：保険料は割引になるケースだけでなく、ステータスによって割増にな
ることもあります。

　parkrunは、Webサイトで一度会員登録すれば、世
界中の好きな開催地域（公園等）で好きな週末に、無
料で参加することができます。parkrunには大人から
子どもまで、どなたでも気軽に参加することができ、習
慣的に集い楽しみながら運動する場となることで、
人々の健康増進に寄与し、地域コミュニティ形成にも
繋がる取組みです。現在、parkrunは世界22カ国、毎
週2,000カ所以上で開催され、参加者、それを支える
運営ボランティアとして毎週30万人以上の人々が参加

しています。
　住 友 生 命は、2 019 年 4月に英 国の 非 営 利 団 体
parkrun Global（創始者 Paul Sinton-Hewitt CBE）
とパートナーシップを結び、日本における唯一のオフィ
シャルスポンサーとして、日本国内でのparkrun展開
を全面的にサポートしています。2020年6月現在、日本
初上陸である二子玉川公園（東京）を始めとして、全国
14カ所で開催しており、順次日本全国に展開していき
ます。

CSVプロジェクトの新たな取組み  ～parkrun日本初上陸～

“住友生命「Vitality」”の全体像

健康状態のみならず、継続的な健康増進活動を評価し、ステータスに応じて保険料が変動
健康増進活動をサポートするさまざまな特典（リワード）
病気等のリスクそのものの減少に寄与する

加入時（ある一時点）の健康状態で保険料を決定
主に、病気等にかかった場合（リスク）に備える機能

従来の保険

保険料 特典(リワード)を楽しむ

ステータス判定

加入時
15%割引

Vitality健康プログラム
を利用しない場合の
保険料水準

ブルー

ブロンズ

シルバー

ゴールド

上限110%

下限70%

健康増進活動

健康状態を把握する

健康状態を改善する

ブルー
0pt～

● ステータスに応じて、
各種割引が提供され
ます。

● 1週間ごとの取組みに
応じて指定のドリンク
等との引換チケットが
獲得できます。

シルバー
20,000pt～

ブロンズ
12,000pt～

ゴールド
24,000pt～

オンラインチェック

Vitality健康診断

予防

最大3,000pt

最大10,000pt（65歳以上12,500pt）

最大2,000pt

運動 最大14,000pt

先進的な商品開発力“住友生命「Vitality」”
「parkrun （パークラン）」とは

　parkrunは、CSVプロジェクトにおいて「お客さま」・
「社会」・「会社・職員」すべてに働きかけることのできる
重要な取組みと捉えています。「お客さま」において
は、Vitality会員の方がparkrunへの参加・完走（完
歩）すると、Vitalityポイントを獲得でき、Vitalityの役
割である健康増進活動をサポートする機会として活用
しています。「社会」においては、地域における幅広い
方々に向けた運動習慣機会の創出、および地域コミュ

ニティ形成支援となることを目指しています。「会社・職
員」においては、職員が家族とともに自らが健康増進
に取り組む活動としてランナー・ウォーカー・ボラン
ティアへの参画を推進しています。
　parkrunを通じた「お客さま」「社会」「会社・職員」全
方位への取組みを推進し、ＣＳＶプロジェクトの理念
である「日本の健康寿命の延伸」を目指していきます。

1

CSVプロジェクトにおいて「parkrun」に取り組む意義2

● 2018年日経優秀製品・サービス賞
　最優秀賞　
　日経ヴェリタス賞受賞
　［2019年1月／“住友生命「Vitality」”］

● 第7回健康寿命をのばそう！ アワード
　【生活習慣病予防分野】 
　厚生労働大臣最優秀賞受賞
　［2018年11月／CSVプロジェクト］

CSVプロジェクトの社外からの評価　［受賞（認定）年月／受賞対象］

● スポーツ庁長官感謝状受賞
　［2018年7月
　 ／スミセイ“Vitality Action”］

● 神奈川県「ME-BYO BRAND」認定
　［2019年3月
　 ／“住友生命「Vitality」”］

● 第7回スポーツ振興賞
　「経済産業省
　商務・サービス審議官賞」受賞
　 ［2019年4月
　 ／スミセイ“Vitality Action” ］
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　“住友生命「Vitality」”の対象保険種類を拡大し、従
来のプライムフィット・ドクターGOに加え、2019年6月
より、ライブワン・Qパックにご加入のお客さまにも、
“住友生命「Vitality」”をお選びいただけるようになり
ました。

　また、“住友生命「Vitality」”の対象保険について、お
一人につき、2件目以降のご加入の取扱いを開始してお
ります。
※なお、複数の対象保険にご加入いただいた場合でも、Vitality健康プロ
グラム契約はお一人につき1件のみの加入となります。

「Vitality」とは  ～世界24の国と地域で行われている健康プログラム～

“住友生命「Vitality」”対象保険種類の拡大・複数加入

日本：2018年～

中国：2009年～

パキスタン：2019年～

ドイツ ：2016年～
フランス ：2017年～
オーストリア ：2017年～

南アフリカ：1997年～

イギリス：2004年～
オランダ：2019年～

カナダ：2016年～

アメリカ：2015年～

エクアドル：2019年～

アルゼンチン：2020年～

シンガポール ：2013年～
オーストラリア ：2014年～
香港 ：2015年～
マカオ ：2015年～
フィリピン ：2015年～
タイ ：2016年～
マレーシア ：2016年～
ベトナム ：2017年～
スリランカ ：2017年～
韓国 ：2018年～
ニュージーランド ：2019年～

　「Vitality」は、南アフリカの金融サービス会社 
Discovery Ltd.（以下、ディスカバリー）が開発し、
1997年より20年以上に亘り、南アフリカで販売されて
おります。また南アフリカの他、イギリス、アメリカ、中

国、シンガポール、オーストラリア、ドイツ、日本等、24
の国と地域で、約2,000万人（2020年4月末時点）に提
供されています。なお、日本では住友生命が独占契約
を結んでいます。

「Vitality」を導入する国・地域と導入時期

　健康増進型保険“住友生命「Vitality」”の先進的な
価値をより多くのお客さまに実感いただくために、来
店型店舗である“住友生命「Vitality」プラザ”を、2019
年10月20日柏の葉、11月1日新宿にオープンしました。

「Vitalityが好きになる場所」をコンセプトに、店舗ごと

の地域特性に応じて、健康に役立つ知識を発信し、
Vitality健 康プログラムの疑似体験や“住友生命

「Vitality」”の特典（リワード）の展示等を行っておりま
す。今後も、画一的ではなく地域特性を踏まえた店舗
の展開を検討していきます。

“住友生命「Vitality」プラザ”をオープン

　“住友生命「Vitality」”におけるフィットネスジムに
関する特典（リワード）の提供について、株式会社ウェ
ルネスフロンティアおよび株式会社ティップネスと新
たに業務提携しました。
　現在、株式会社ウェルネスフロンティアを加え、

「Vitality」の理念・目的に共感いただいた、12社のパ
ートナー企業と提携し、スポーツ用品の割引やヘルシ
ーフードの割引をはじめとする様々な特典（リワード）
を提供しております。株式会社ティップネスにおいて
も、今後サービス提供を開始します。

“住友生命「Vitality」”のレベルアップ

　2020年3月に発売した認知症PLUS（正式名称：認
知症保障特約）にご加入されるお客さまも、“住友生命　

「Vitality」”をお選びいただけます。
　「認知症PLUS」は、長寿社会における大きな社会的
課題の１つでもある「認知症」を早期段階から保障し、
経済的なサポートを行うとともに、早期発見・予防にも
つなげることを目的として開発した商品です。
　“住友生命「Vitality」”を通じた日々の生活習慣の見
直しにより、認知症リスクの低減につなげることが可
能です。

2020年3月発売

新商品「認知症PLUS」

新たな“住友生命「Vitality」”の特典（リワード）

　従来の、各種がん検診やランニングイベント等に加
え、認知症予防や介護予防に有効とされている「歯科
健診」「ゴルフ」を、お客さまの日々の健康増進活動を
包括的に評価する健康増進メニューに新たに追加し
ました。

“住友生命「Vitality」”の健康増進メニューの追加

歯科健診 ゴルフ
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“住友生命「Vitality」”加入者へのアンケート調査および歩数・血圧値に関する調査結果

「日経優秀製品・サービス賞 最優秀賞 日経ヴェリタス賞」を受賞！

　住友生命は、Vitalityお客さまアンケート調査や
Vitality会員の歩数、血圧値に関する調査を実施しま
した。その結果、加入前よりも健康を意識するようにな
った方が約93%を占め、行動の変化として1日あたりの
歩数は約17%増加、健康状態の変化として加入時に血

圧が高め(収縮期血圧値140mmHg以上)とされてい
た方の約48%が10mmHg以上下がっていることが分
かりました。また、加入後に生活の質が高まったように感
じている方が約84%を占めていることが分かりました。

　“住友生命「Vitality」”は、「2018年日経優秀製品・
サービス賞 最優秀賞 日経ヴェリタス賞」を受賞しまし
た。生命保険会社で初の５度目の受賞（※）となります。  
※2019年5月、住友生命調べ

過去の受賞商品

１ＵＰ

働けなくなるリスクに備える生活保険

●「病気やケガで働けなくなってしまったとき」に
お客さまおよびそのご家族の生活をお守りし、
社会復帰をサポートすることをコンセプトとし
た、“強く生きていくための保険”です。

がん長期サポート特約

長期にわたるがんの治療費や
生活費をサポート！
●がんになり、治癒も病状の好転も見込めな

い所定の状態に該当すると診断されたと
き、死亡保険金の全部または一部を前払請
求できます。

2015年10月発売 2007年11月発売

千客万頼

健康に不安があり、
保険加入をあきらめていた方へ
●５つの告知項目に１つもあてはまらなければ保

険に加入できます。
●現在の病気が再発・悪化して入院・手術をされた

ときでも、給付金を支払います。
●医療保障も死亡保障も一生涯つづきます。

Ｖガード

５つの重度慢性疾患を保障！

●重度の高血圧症、重度の糖尿病、慢性腎不
全、肝硬変、慢性すい炎に該当した場合、お
よび死亡・高度障害に該当した場合に保険
金を支払います。

※後継商品である「LiVガード」を2015年10月に発売
以降、新規のご契約はお取扱いを停止しております。

2005年4月発売 1996年2月発売※

Vitalityに加入して、
生活の質が

高まったように感じる。

84%
住友生命によるアンケート調査結果
回答数15,702。住友生命職員除く

血圧が10mmHg以上下がった 48%
健康状態の変化

POINT

3

1日あたりの歩数の増加率 +17%2018/9月～11月契約の2019/5月末時点の状況。
加入後1月目（8,260歩）と2月目以降（9,655歩）を比較

行動の変化
POINT

2

加入前よりも、
「健康」を意識するようになった 93%住友生命によるアンケート調査結果。

回答数15,702。住友生命職員除く

意識の変化
POINT

1

2018/9月～11月契約のうち、加入時の収縮期血圧
が140mmHg以上の方が 対象保険 加入時に提出
された健康診断と加入後の健康診断結果を比較

オープンイノベーションの推進

　上記のような環境変化に伴って、昨今、X-tech（※1）領
域でのスタートアップ企業や社会課題解決を掲げる社
会起業家による起業が活発化し、存在感を高めていま
す。そうしたスタートアップ企業等とのオープンイノ
ベーション（※2）を推進し、「お客さま」「社会」「会社・職
員」の新たな共有価値を創造（CSV）することを目指し
て、2019年4月に新規ビジネス企画部を設置しました。
　新規ビジネス企画部を中心に関係各部が連携し
て、スタートアップ企業を含む様々な企業、自治体等
との関係深化を図るとともに、オープンイノベーショ
ンを通じて、①保険×テクノロジー（AI/IoT/VR等）
を活用した新商品／サービス／付加価値の創出、②
新しいマーケットや新たな顧客接点の開拓、③ヘルス
ケア等保険周辺分野での新規事業の創出に取り組ん
でいます（下図①～③の領域）。
　現在、顧客接点におけるAI活用や、モビリティを活
用した顧客体験の創造等、複数の実証実験（Proof of 
Concept）を開始しており、事業化に向けた検証を
行っています。
　また社内インキュベーション制度や、スタートアップ
企業への投資を通じた事業共創の仕組みなど、イノ
ベーション推進のための新たな仕組み創りを進めてい
ます。
※１ Fin-tech、Health-techなど、「業界」×「technology（デ

ジタル）」という形で既存の業界の商品・サービスを革新す
る動き。

※２ 企業が社内資源のみに頼らず、他社や大学、公的研究機関、
社会起業家など、広く社外から技術やアイデアを集めて組
み合わせ、革新的なビジネスモデルや製品・サービスの創
出へとつなげるイノベーションの方法論。

アクサ生命との提携による介護関連サービス
「ウェルエイジングサポートあすのえがお」の開始

　アクサ生命保険株式会社とともに検討・構築した介
護関連プラットフォーム「ウェルエイジングサポートあ
すのえがお」のサービス提供を東京・大阪周辺の一部
支社・営業部で開始しました。
　このサービスでは、専用コールセンターでケアマネ
ジャー等の介護の専門家が介護に関するお客さまの
お悩みやご相談に専門的な視点からアドバイスいたし
ます。また、情報の選別が難しい公的介護保険外の
サービスの利用についても、提携する介護関連事業者
のサービスをご案内することで、介護をする方・される
方の双方がより良い暮らしを送ることをサポートいた
します。
　専用コールセンターでご案内する公的介護保険外
サービスは、介護予防への取組支援や、信託・任意後
見契約のご相談などの資産管理支援サービス、在宅介
護のサポートサービス、高齢者施設選びの対面相談・
優待入居等、幅広くご用意しております。
　今後、こうしたサービスの提供を通じて介護事業に
関する知見の蓄積を進めるとともに、先行展開地域の
お客さまによるご利用状況を確認しながら、全国展開
を目指してサービス内容・提携事業者の追加や展開地
域の拡大に取り組む予定です。

イノベーションの推進
　昨今のデジタルテクノロジーの進化や超高齢社会の到来、消費構造の変化等の急激な外部環境の
変化に対応していくために、住友生命では全社をあげて「イノベーションの推進」に取り組んでいます。

新規ビジネス企画の取組み

既存事業の推進

②新しいマーケット・
　新たな顧客接点の
　開拓

①新商品/サービス/
　付加価値の創出

③保険周辺分野での
　新規事業の創出

商品／サービス
既存 新規

既
存

新
規

市
場
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